
　天
てん

気
き

がわるくなると，たくさん雨
あめ

がふったり強
つよ

い風
かぜ

が
ふいたりします。かみなりが鳴

な

り，たつまきがおきるこ
ともあります。また，火

か

山
ざん

がふん火
か

することもあります。
いろいろなさいがいについてしらべてみましょう。

　大
おお

雨
あめ

がふると，さまざまなさい

がいがおきることがあります。道
どう

路
ろ

や家
いえ

，田
た

畑
はた

などが水
みず

をかぶって

しまったり，まわりの土
と

地
ち

を水
みず

び

たしにしたりします。また，山
やま

に

大
おお

雨
あめ

がふると，がけくずれがおき

ることもあります。

　かみなりは，地
ち

上
じょう

におちることが

あるほかに，海
うみ

や山
やま

など，どこにでも

おちます。とくに木
き

などの高
たか

いものの

近
ちか

くはきけんです。かみなりの音
おと

が聞
き

こえたら，たとえ小
ちい

さな音
おと

でもすぐに

コンクリートのたてものの中
なか

や車
くるま

の

中
なか

などにひなんしましょう。

　台
たい

風
ふう

などで強
つよ

い風
かぜ

がふくと，たて物
もの

がこわれたり，大
たい

木
ぼく

や電
でん

柱
ちゅう

がたおれたりするなど，大
おお

きなさいがいをおこす

ことがあります。また，たつまきは，家
いえ

をこわしたりおも

い自
じ

動
どう

車
しゃ

もとばしたりしてしまうこともあります。とんで

きたものによるけがをふせぐために，がんじょうなたて物
もの

にひなんしましょう。

　日
に

本
ほん

にはたくさんの火
か

山
ざん

があります。火
か

山
ざん

がふ

ん火
か

すると，大
おお

きな石
いし

が

とんできたり，高
こう

温
おん

の石
いし

や土
つち

のかたまりがおそっ

てきたりします。

関
かん

東
とう

・東
とう

北
ほく

豪
ごう

雨
う

の後
あと

（ 泉
いずみ

区
く

）

マンホールからあふれる水
みず

（青
あお

葉
ば

区
く

）

たつまきの発
はっ

生
せい

強
きょう

風
ふう

でたおれた大
たい

木
ぼく

（大
おお

沢
さわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

）

地
ち

上
じょう

におちるかみなりの様
よう

子
す

大
おお

雨
あめ

によるさいがい1
かみなり3

火
か

山
ざん

のふん火
か4強

きょう

風
ふう

・たつまきによるさいがい2

御
おん

嶽
たけ

山
さん

のふん火
か

の様
よう

子
す

（長
なが

野
の

県
けん

，岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

）

名
な

古
ご

屋
や

大
だい

学
がく

　山
やま

岡
おか

　耕
こう

春
しゅん

教
きょう

授
じゅ

　ていきょう
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